
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１５年１２月１７日発行 会報第８２０号 

     今週のプログラム 
（２０１５年１２月１７日 第８２０回例会） 
        

卓話「箕面の紅葉」 
 
    担当  山下 聰一郎 会員  
 

      次週のプログラム 
（２０１５年１２月２４日 第８２１回例会） 
       

クリスマス例会 
      

担当  水本 徹 親睦委員長 
   

＜会長の時間＞             松田親男会長 
今日は、１２月定例行事の謎というタイトルでお話をします。一つは、ベートーベン最後の交響曲「第

九」です。第九が、日本で初めて演奏されたのは約 100 年前の 1918 年 6 月 1 日、徳島県鳴門市にあ

るドイツ人捕虜収容所でした。初演が６月なのに、なぜ、第九は１２月の定例行事となっているのか。

有力なのは次の 2 説です。1 つめは、1943 年 12 月に上野奏楽堂で行われた学徒出陣壮行音楽会で「第

九」が演奏されたことに由来するとする説。戦後、生還した学生たちが再び 12 月に「第九」を演奏し、

帰らぬ仲間たちを追悼したことが習慣化したといいます。２つめは、戦後の貧しかったオーケストラ

が年末のボーナス獲得のために「第九」を演奏したことに由来するとする説。人気曲「第九」をやれ

ばお客が入る、アマチュアコーラスならばコストを抑えられるしチケットもメンバーが捌いてくれる、

と良いことずくめと言うわけです。 
 次に、１２月になぜ、忠臣蔵が好んで演じられるのか、「時は元禄 15 年 12 月 14 日」と言いますが、

西暦では 1703 年 1 月 30 日となり、１２月ではありません。しかし、泉岳寺の義士祭は毎年西暦の 
１２月１４日に行われますので、忠臣蔵は西暦１２月で定着しているようです。年末の忙しいときに

客を呼べるのは、忠臣蔵だけというのが正解のようです。 
 近松門左衛門による「仮名手本忠臣蔵」は結構不思議な物語という説もあります。仮名手本では、

吉良上野介が勅使の接待役を仰せつかった浅野内匠頭に、嘘八百を教えて恥をかかせた、というのが

物語の発端ですが、どこの会社でも社長と社長が打ち合わせをすることなどありません。江戸詰め家

老が吉良から聞いた話をちゃんと浅野に話さなかったという説もあります。もしそうだとすれば、吉

良は逆恨みを買って殺されたわけで、国を捨て家来を捨てて、堪忍袋の緒を切って刃傷沙汰に及んだ

殿様は、まだまだ修行の足らない青二才で、四十七士は、そんなボンクラに、路頭に迷わされたと言

うことになります。四十七士も恨むべき対象は、吉良ではなく、片手落ちの決定をした、幕府のはず

で、吉良こそいい迷惑を被ったことになります。 

第８１９回例会 （２０１５年１２月１０日）の記録 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜お客様＞   なし 

＜出席報告＞      西本明文出席担当 
   
会員数（内出席免除会員 4 名）   24 名 
本日の出席者数（内免除会員 1 名） 14 名   
本日の出席率           66.67 ％  
前々回 11 月 26 日の修正出席率  80.00 ％    

11 月のﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ出席率       75.31 ％ 
11 月の平均出席率         82.72 ％ 
 

＜ロータリーソング＞     全会員 
  ♪Ｒ・Ｏ・Ｔ・Ａ・Ｒ・Ｙ♪ 
 
＜ピアノ演奏＞      近藤美里さん 
 1 O Holy Night 
 2 I Saw Mommy Kissing Santa Claus 
 3 We Wish You A Merry Christmas 
 4  Here Comes Santa Claus 
 

＜幹事報告＞                            山本友亮幹事      
１ 昨日グループメールにて配信しましたロスターに訂正箇所がありますので、後日改めまして 

配信・配布します。 
２ 本日例会終了後「おしどりの間」に於いて、IM 特別委員会を開催致します。担当会員の皆様 
  はご出席をお願い致します。 
３ 「IM ロータリーデイ」の PR 用ポスターが完成しましたので、皆様のレターケースに入れて 

おります。 
４ 先週、先々週と皆様にご協力頂き完成しました、岡部会員へのお見舞い色紙は相原会員にお届け 

頂きました。 
 
＜委員会報告＞                                     
１ 会報委員会 松田会長 

会報フォーム、マニュアルを配布しました。修正していくのであれば言って欲しいです。 
                   
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「イニシエーションスピーチ」 
 卓話  渡邊了允会員 

 

このたび千里メイプルロータリークラブに入会させていただきました渡邊了允です。福島県南相馬市に御鎮座いたします葉山神社

に奉職しております。 

当神社の創建は、今からおよそ千二百年前の平安前期、天長三年(８２６年)と伝えられます。東日本大震災後、豊中に避難し、今は

神社の構えは無く、一般住宅で生活しており、今までのように常に誰かしらがお参り下さりお迎えすることはなくなりました。御

縁のある神社のお手伝いや大阪府内ホテルでの結婚式、地鎮祭、会社のお祓いをする傍ら、子供の通う豊中市立少路小学校で古武

道教室をしております。稽古では、神社のお参りの仕方、玉串拝礼の仕方。なぜ二回礼をして二回柏手を打つのか、など神社の作

法や神話(古事記)の話も教えています。毎年、平安神宮・厳島神社・難波神社での奉納演武をさせていただいております。再来年に

は「青少年世界武徳祭」がフランスで開催され、夏休みに十日間の武道留学を子供たちにさせます。言葉や文化を学びに行く留学

と違い、一人ひとりが日本代表として日本文化を伝えに行き、町をあげて迎えてもらう。改めて日本人としての自覚と気付きのあ

る交流を経験させます。また、年二回発行される会報には子供たちが稽古や奉納で学んだ事や感想文を掲載します。考えをまとめ

る練習として一分間スピーチをしています。 

現代におきましては、宗教に偏見をもたれている方も多いですが、日本は言葉も考え方も神道という宗教の中で生活しています。

例えば代表的な言葉として「お蔭様で」ではないでしょうか。お蔭様は言葉のとおり「蔭」つまり見えない世界を指しています。  

「お蔭様で元気に過ごしています。」は、「見えない世界の神様・仏様・ご先祖様のお蔭で元気に過ごさせていただいている。」こと

と言えます。日本人に、宗教を信じるか、信仰心があるか。というアンケート調査をしたところ、宗教を信じない。信仰心が無い。

と答えた人が６割という調査結果が出ておりました。しかし、パワースポットブームもあり、神社やお寺に参拝して縁結び祈願、

妊娠すると安産祈願、出産後は初宮詣でに、七五三詣で。節分には豆まきに恵方巻き。キリスト教徒でもなくクリスマスパーティ

ー。結婚式は教会で挙げて、死んだらお寺でお葬式、お墓に入ります。これらを無宗教という方もいますが、日本が神道の考えで

歩んできた所以であると言えます。神様があらゆるものに宿っていると考え、大陸から仏教が伝わった時も「隣の国からありがた

い神様が来てくださった。」と迎え、また、仏教も日本に受け入れてもらうために、お盆やお彼岸には祖先に感謝するという考えを

取り入れた。と言われています。外国の考え方も宗教も文化も技術も「素晴らしい」と認める。それでいて自分達の国の文化を大

切にして、より良い日本に成るように努力してきた歴史である。といえます。今日、無宗教だから、神社・寺院・教会の区別なく

関わっている。と思い込んでいる人がいます。この原因は、戦争に負けた事が大きく影響しています。戦争で失ったものは沢山あ

りますが、アメリカがこの先、日本を傘下に入れて従順させるのに一番重視したのは日本人である。ということでした。 

私たちが生活をしている日本の国も日本人も一見すると戦前とは変わってしまった様に見受けられます。しかし、日本人としての

遺伝子で考えると、変わっていない同じである。と認めざるを得ないことが沢山あります。お蔭様にとどまらず、感謝の気持ちを

もって物事をとらえることが出来る人。そういう人と付き合うことを好むことが、何よりもそうだと思います。昔は、朝陽や夕陽

に手を合わせる祈りある生活をしている光景を良く見ましたが、今ではその光景を見なくなりました。病気や何か思いもしなかっ

た出来事に見舞われ、何かにすがりたい。そのような時に「神様」と手を合わせ祈ります。形が変わって八百万の神々が神社にし

か見出だせなくなった違いがあっても「手を合わせる」行為や考えは残っています。これまでも、これからも私は神社や神道が、

特別な知らない世界ではなく、当たり前だと思っている日常の生活の中に根付いていることを知っていただき、宗教と考えなくて

も、常識と思う行いの中の心であることに気付いて頂けることを願ってやみません。この先の日本を支える後進を育てていきたい

と考えております。 

国の隆盛と世界の共存共栄に奉仕の心で活動されているロータリークラブのお仲間に入れていただいたことに心から感謝いたしま

す。今後ともご指導くださいますよう、よろしくお願いいたします。 



<ＳＡＡ報告> 木下健治SAA補助

＊スマイルボックス
松田会長 あと20日でお正月
黒川会員 藤田さんありがとう!!
村田会員 渡邊会員、イニシエーションスピーチとっても楽しみにしていました
渡邊会員 よろしくお願い致します
コメント無 西本会員・山下会員

＊ロータリー財団
黒川会員 IMに協力ありがとうございます
藤田会員 数日暖かいですね！
コメント無 西本会員・山下会員

＊米山記念奨学会
黒川会員 早いですね。年末
藤田会員 小学校の同窓会約30名が集まりました！
木下健治会員 今日も東京とんぼ返りでした
コメント無 山下会員

＊ラオス基金
松田会長 渡邊様卓話楽しみです
黒川会員 ラオスに行こう!!
藤田会員 地区大会御出席の皆様ご苦労様でした
渡邊会員 よろしくお願い致します
コメント無 相原会員・西本会員・山下会員

＊メイプル基金
松田会長 クリスマス例会、芸を磨いています
相原会員 岡部会員「色紙」喜んでおられました
西本会員 渡邊新会員を歓迎して
黒川会員 渡邊様のイニシエーションスピーチ楽しみにしています
水島会員 渡邊会員、卓話よろしくお願いします
藤田会員 渡邊様卓話楽しみです!!
水本会員 今年もあと3週間。アッという間です!!
山本友亮会員 木下会員ポスターの発送ありがとうございました
木下健治会員 渡邊様、ようこそ！
コメント無 山下会員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 
 
渡邊会員のイニシエーションスピーチは心が洗われる内容でした。原点に戻った気がします。 
 
 
 
 

（担当 木下健治） 

 



 


